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海
士
町
の
い
ま（
前
篇
）

単
独
町
制
を
選
択
し
、「
自
立
・
挑
戦
・
交

流
＋
継
承・団
結
」
の
経
営
指
針
を
掲
げ
、前

進
を
つ
づ
け
る
隠
岐
・
海あ

士ま

町
。
最
近
で
は
、

持
続
可
能
な
島
の
未
来
に
向
け
て
、
新
た
な

働
き
方
を
模
索
す
る
「
半は

ん

官か
ん

半は
ん

Ｘエ
ッ
ク
ス

」
な
ど
の

先
駆
的
な
取
り
組
み
も
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活

用
し
た
「
大
人
の
島
留
学
」、全
国
で
認
定
第

一
号
と
な
っ
た
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
」、
ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と
し
た

「
未
来
共
創
基
金
」
の
取
り
組
み
な
ど
、「
人
」

と
「
財
」
を
島
に
呼
び
込
み
、
持
続
可
能
な

島
づ
く
り
に
資
す
る
「
還
流
お
こ
し
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
一
端
に
つ
い
て
、
二
回
に
わ
た

り
紹
介
し
た
い
（
現
状
は
令
和
三
年
一
〇
月
の
取

材
時
）。

お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
、「
半
官
半

Ｘ
」「
人
づ
く
り
」「
外
貨
創
出
」
の
「
特
命

３
課
」担
当
を
創
設
し
た
。
半
官
半
Ｘ
は「
多

様
な
働
き
方
」
な
ど
を
、
人
づ
く
り
は
「
大

人
の
島
留
学
」（
後
述
）
な
ど
を
、
外
貨
創
出

は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」（
次
号
後
篇
参
照
）
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
。
人
と
財
の
還
流
を

お
こ
し
て
新
た
な
島
の
魅
力
を
生
み
出
し
、

令
和
五
年
の
将
来
人
口
二
三
〇
〇
人（
同
二
年

は
二
二
六
七
人
）
を
目
標
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を

役
場
職
員
が
担
い
、
副
業
を
可
能
と
す
る
働

き
方
改
革
「
半
官
半
Ｘ
」
は
、
令
和
元
年
度

末
に
町
の
条
例
が
制
定
さ
れ
て
取
り
組
み
が

は
じ
ま
っ
て
お
り
、
昨
年
度
の
該
当
職
員
は

五
人
（
新
規
採
用
三
人
、
既
存
職
員
二
人
）、
役
場

内
に
半
官
半
Ｘ
特
命
担
当
課
が
設
置
さ
れ
た

今
年
度
は
四
人
（
三
人
、一
人
）。
採
用
は
一
般

行
政
事
務
職
だ
が
、「
役
場
職
員
が
庁
舎
内
で

公
務
員
と
し
て
の
仕
事
（
官
）
だ
け
で
な
く
、

現
場
に
足
を
運
び
、
町
民
と
と
も
に
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
（
Ｘ
）
を
し
、
語
り
合
う
中
で
現

三
木
剛
志

役
場
職
員
の
副
業
を

推
進
す
る「
半
官
半
Ｘ
」

令
和
元
年
五
月
、
四
期
一
六
年
務
め
ら
れ

た
前
任
の
山
内
道
雄
町
長
の
あ
と
を
受
け
、

海
士
町
長
に
就
任
さ
れ
た
大
江
和
彦
さ
ん

（
六
一
歳
）。
役
場
職
員
時
代
に
は
、地
産
地
商

課
や
産
業
創
出
課
な
ど
「
産
業
３
課
」
の
担

当
課
長
と
し
て
、
町
の
産
業
お
こ
し
や
仕
事

づ
く
り
、〝
外
貨
〟
獲
得
な
ど
、
も
っ
ぱ
ら

“
攻
め
〟
の
戦
略
を
担
当
し
て
こ
ら
れ
た
。

町
長
就
任
後
、
そ
れ
ま
で
の
町
経
営
指
針

「
自
立
・
挑
戦
・
交
流
」
に
、「
継
承
」「
団

結
」
を
つ
け
加
え
、
海
士
町
の
「
第
２
期
創

生
総
合
戦
略
」
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
令
和
元
年

度
末
策
定
）
に
も
と
づ
く
新
た
な
施
策
と
し

て
、「
人
」
と
「
財
」
を
循
環
さ
せ
る
「
還
流

報
告
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場
の
課
題
を
一
緒
に
解
決
す
る
力
を
身
に
着

け
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
働
き
方
」
で
、

「
複
業
組
合
（
後
述
）
の
公
務
員
版
」
の
位
置

づ
け
だ
。

背
景
に
は
、
以
前
に
比
べ
て
現
場
に
出
る

職
員
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
、

と
大
江
町
長
は
い
う
。

「
現
場
に
出
て
も
、
住
民
か
ら
叱
ら
れ
る
ポ

イ
ン
ト
が
ち
が
っ
て
き
て
い
る
。
昔
は
生
活

環
境
に
関
す
る
要
望
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
状

況
が
改
善
さ
れ
、
い
ま
で
は
産
業
や
文
化
の

〝
担
い
手
〟
の
話
が
多
い
」

離
島
が
抱
え
る
課
題
の
一
つ
は
担
い
手
不

足
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
先
駆
的
な
定
住
施
策

を
展
開
し
、
平
成
一
六
年
か
ら
昨
年
末
ま
で

の
一
七
年
間
に
八
〇
〇
人
ち
か
い
移
住
者
を

受
け
入
れ
て
き
た
海
士
町
で
も
、
近
年
は
そ

の
数
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
現
場

で
は
人
手
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
島
を
担
う
若
手
に
は
、
二
十

歳
代
後
半
ま
で
に
帰
島
し
て
も
ら
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
せ
た
い
。
役
場
職

員
も
、
若
手
に
自
分
た
ち
の
仲
間
を
責
任
を

も
っ
て
選
ば
せ
、
一
緒
に
島
に
眠
っ
て
い
る

コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
を
。
ゆ
く
ゆ
く
は

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
な
ど
に
も
つ
な
げ
た

い
」来

年
度
は
、
教
育
や
観
光
、
福
祉
、
産
業

魅
力
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
六
分
野
の
「
魅

力
化
推
進
枠
」
に
新
規
の
「
半
官
半
Ｘ
」
職

員
と
し
て
一
〇
人
を
採
用
予
定
で
、
筆
記
試

験
の
代
わ
り
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
一
泊
二

日
の
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
と
い
う
。
二
十

歳
代
の
若
手
職
員
な
ど
と
島
で
寝
食
を
と
も

に
す
る
こ
と
で
協
調
性
や
積
極
性
を
見
極
め
、

面
接
へ
と
進
ん
で
も
ら
う
。

平
成
三
一
年
に
Ｕ
タ
ー
ン
、
役
場
に
採
用

さ
れ
た
人
づ
く
り
特
命
担
当
の
青
山
達
哉
さ

ん
（
二
六
歳
）
は
、「
ヤ
ン
チ
ャ
な
人
材
を
集

め
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
」
と
い
う
。

ち
な
み
に
い
ま
、
島
外
出
身
の
役
場
職
員

は
全
体
の
三
分
の
一
ほ
ど
、
会
計
年
度
任
用

職
員
を
含
め
る
と
三
分
の
二
ほ
ど
に
も
な
る
。

大
江
町
長
は
、
最
初
の
半
官
半
Ｘ
は
、
個

人
の
特
技
や
趣
味
を
活
か
し
て
ほ
し
い
と
い

う
。

「
例
え
ば
定
期
船
が
発
着
す
る
玄
関
口
キ
ン

ニ
ャ
モ
ニ
ャ
セ
ン
タ
ー
で
、
三
味
線
を
演
奏

し
て
観
光
客
を
送
迎
し
た
り
。
観
光
協
会
か

ら
収
入
を
得
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
ぶ
ん
公
務
員

と
し
て
給
与
が
減
り
、さ
ら
に
人
を
雇
え
る
」

半
官
半
Ｘ
特
命
担
当
課
長
の
松
前
一
孝
さ

ん
（
五
五
歳
）
は
、「
半
官
半
Ｘ
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
職
員
も
配
置
し
て
お
り
、
い
ず

半官半Xの意義を語る大江和彦海士町長。
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れ
は
こ
の
仕
組
み
を
全
職
員
に
拡
げ
た
い
」

と
い
う
。

若
者
の〈
滞
在
人
口
〉増
を
目
指
す「
島
留
学
」

海
士
町
に
あ
る
県
立
隠
岐
島
前
高
校
で
は
、

平
成
二
〇
年
度
に
全
国
に
先
駆
け
て
島
外
か

ら
「
島
留
学
」
生
を
募
集
、
現
在
ま
で
に
三

〇
〇
人
以
上
の
留
学
生
が
入
学
し
て
き
て
い

る
。
町
内
の
小
中
学
校
で
は
同
二
七
年
度
か

ら
「
親
子
島
留
学
」
を
実
施
、
ま
た
「
企
業

人
の
島
留
学
」
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
島
留
学
の
大
人
版
と
し

て
、「
大
人
の
島
留
学
」
事
業
が
令
和
二
年
度

か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
総
務
省
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
隠
岐
島
前
高
校
の

卒
業
生
や
若
手
出
郷
者
、
そ
の
友
人
た
ち
な

ど
二
一
人
が
一
年
間
体
験
移
住
し
、
地
域
通

貨
の
活
用
拡
大
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
従
事
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
四
月
に
創
設
さ
れ
た

同
協
力
隊
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
」
制
度
を
使
っ

て
大
人
の
留
学
生
を
採
用
し
て
い
る
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
は
一
～
三
年
間
で
、

活
動
地
域
へ
の
移
住
が
前
提
だ
が
、
協
力
隊

参
加
へ
の
前
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
イ

ン
タ
ー
ン
は
短
期
間（
二
週
間
以
上
三
カ
月
間
以

内
）
で
移
住
の
必
要
は
な
く
、
協
力
隊
と
同

じ
く
活
動
経
費
な
ど
は
国
か
ら
の
財
政
支
援

措
置
も
あ
る
。
今
年
度
、
町
内
で
活
動
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
四
〇
人
、
大
人
の

島
留
学
生
は
三
〇
人
ほ
ど
を
数
え
る
。

町
役
場
の
人
づ
く
り
特
命
担
当
課
長
で
、

大
人
の
島
留
学
や
隠
岐
島
前
高
校
の
魅
力
化

も
担
当
す
る
濱
中
香か

お

理り

さ
ん
（
四
五
歳
）
は
、

平
成
一
四
年
に
町
役
場
へ
入
り
、
水
産
振
興

を
は
じ
め
、Ｃ
Ａ
Ｓ
事
業
（
後
述
）
の
立
ち
上

げ
や
商
品
開
発
、
販
路
開
拓
な
ど
、
庁
舎
を

離
れ
た
産
業
の
現
場
で
も
仕
事
を
し
て
き
た
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
「
半
官
半
Ｘ
」
職
員

の
先
駆
け
と
な
り
、
宿
泊
施
設
の
手
伝
い
な

ど
、
地
域
の
経
済
活
動
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

「
役
場
職
員
は
抱
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
多

い
。
大
人
の
島
留
学
生
た
ち
は
、
一
つ
の
業

務
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
の
で
、
期
待
以

上
の
成
果
を
出
し
て
く
れ
ま
す
」

一
〇
月
か
ら
は
三
カ
月
間
、
大
学
を
休
学

し
た
り
、
島
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け

た
り
し
な
が
ら
一
一
人
の
学
生
た
ち
が
来
島
、

地
域
活
動
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
。
一
〇
月

の
後
鳥
羽
院
遷
幸
八
百
年
記
念
文
化
祭
で
は
、

島
の
民
謡
に
合
わ
せ
た
キ
ン
ニ
ャ
モ
ニ
ャ
踊

り
を
全
員
で
披
露
す
る
な
ど
し
た
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
島
留
学
」
制
度

は
、
い
ず
れ
も
「
還
流
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
若
い

人
た
ち
の
〈
滞
在
人
口
〉
増
に
主
眼
が
あ
る
。

「
隠
岐
島
前
高
校
の
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
か
ら
一
二
年
が
経
ち
、
そ
の
成
果
が
問

わ
れ
て
き
て
い
る
。
東
京
や
松
江
で
卒
業
生

の
交
流
会
を
開
く
と
、
海
士
町
や
島
前
地
域

へ
戻
る
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い
、
と
い
う

声
を
よ
く
聞
く
。
大
人
の
島
留
学
を
そ
の
機

会
に
し
た
い
」

実
際
に
、
昨
年
度
の
留
学
生
の
う
ち
三
人

が
今
年
度
、町
観
光
協
会
や
（
株
）
海
士
、町

役
場
に
就
職
し
、〈
還
流
〉
を
果
た
し
て
い
る
。
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「
こ
れ
ま
で
は
島
に
来
て
い
き
な
り
就
職
と

い
う
形
だ
っ
た
の
が
、
こ
れ
か
ら
は
ま
ず
大

人
の
島
留
学
な
ど
で
島
暮
ら
し
を
体
験
し
て

も
ら
う
。
任
期
を
終
え
た
ら
、
集
落
支
援
員

や
複
業
組
合
の
派
遣
職
員
、
半
官
半
Ｘ
職
員

と
し
て
採
用
す
る
な
ど
、
制
度
間
の
連
携
も

必
要
で
す
」

い
ま
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
含
む
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
集
落
支
援
員
で
約
一
〇
〇
人
を

数
え
る
。
こ
れ
だ
け
の
人
材
を
島
外
か
ら
受

け
入
れ
る
と
な
る
と
、
民
間
賃
貸
な
ど
が
少

な
い
離
島
で
問
題
と
な
る
の
が
住
ま
い
で
あ

る
。
い
ま
町
で
は
、新
築
住
宅
約
四
〇
棟
、リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
既
存
住
宅
（
町
が
持
ち
主
か

ら
一
〇
年
間
賃
借
）
約
四
〇
棟
を
確
保
し
て
い

る
と
い
う
。
ほ
か
に
も
、
一
年
間
限
定
の
産

業
体
験
住
宅
な
ど
も
あ
る
。

こ
の
一
年
だ
け
で
も
、
町
で
は
島
外
所
有

者
の
空
き
家
を
三
〇
棟
確
保
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
な
ど
の
「
お
試
し
住
宅
」
と
し

て
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
化
を
す
す
め
て
い
る
。貸

主
も
入
居
者
も
原
則
一
年
契
約
で
、一
四
、五

棟
は
す
で
に
整
備
済
み
。
協
力
隊
員
に
対
す

る
国
の
財
政
措
置
分
か
ら
賃
借
料
や
改
修
費

な
ど
を
捻
出
し
、
ト
イ
レ
や
風
呂
、
キ
ッ
チ

ン
な
ど
の
水
回
り
を
中
心
に
補
修
。
そ
の
際
、

入
居
す
る
隊
員
た
ち
も
一
緒
に
作
業
に
携
わ

る
こ
と
で
、
大
工
や
左
官
、
畳
な
ど
の
島
の

職
人
に
と
っ
て
も
、
若
い
人
た
ち
に
自
ら
の

技
を
伝
え
ら
れ
る
機
会
に
も
な
る
。

空
き
家
に
残
さ
れ
た
不
要
品
は
、
持
ち
主

か
ら
許
可
を
も
ら
っ
て
処
分
す
る
。
隊
員
た

ち
が
見
た
こ
と
も
な
い
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
テ
レ

ビ
や
バ
ブ
ル
時
代
の
服
な
ど
が
出
て
き
て
、

盛
り
上
が
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

マ
ル
チ
ワ
ー
ク
で
通
年
雇
用
を
実
現
す
る

「
海
士
町
複
業
協
同
組
合
」

「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
制
度

（
※
）
が
令
和
二
年
に
発
足
し
、
同
年
一
一
月
、

濱中香理人づくり特命担当課長は、さまざまな島留学で若者
の〈滞在人口〉を増やしたいと話す。

後鳥羽上皇の遷幸八百年記念文化祭で披露するキンニャモ
ニャ踊りを練習する大人の島留学生たち。
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全
国
で
そ
の
認
定
第
一
号
と
な
っ
た
海
士
町

複
業
協
同
組
合
（
以
下
、複
業
組
合
）。
松
江
市

出
身
で
そ
の
常
勤
事
務
局
長
を
務
め
る
太
田

章
彦
さ
ん
（
三
二
歳
）
は
、父
祖
の
地
で
あ
る

県
西
部
の
山
間
に
二
年
間
住
み
、
土
建
業
な

ど
の
仕
事
の
合
間
に
限
界
集
落
と
さ
れ
た
地

区
に
住
ま
う
人
々
の
撮
影
を
重
ね
、
若
手
を

対
象
と
し
た
ニ
コ
ン
の
公
募
展
に
作
品
が
選

出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
写
真
家
だ
。

か
つ
て
合
宿
で
訪
れ
る
な
ど
の
縁
が
あ
っ

た
海
士
町
を
数
回
訪
ね
る
う
ち
、
働
き
な
が

ら
写
真
が
撮
れ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
、
町

観
光
協
会
に
「
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
」（
常
時
雇

用
派
遣
労
働
者
）
と
し
て
就
職
。
九
年
間
、
島

内
の
イ
ワ
ガ
キ
養
殖
〈
海
士
い
わ
が
き
生
産

（
株
）〉
や
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
海
士
〈（
株
）

海
士
〉、
Ｃ
Ａ
Ｓ
凍
結
セ
ン
タ
ー
〈（
株
）
ふ
る

さ
と
海
士
〉、
島
後
の
隠
岐
酒
造
な
ど
に
派
遣

さ
れ
る
形
で
働
い
た
。
そ
の
中
で
、
各
職
場

で
の
季
節
に
よ
る
繁
閑
や
人
手
不
足
の
実
態

が
見
え
て
き
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
イ
ワ
ガ

キ
の
生
産
現
場
で
は
、
三
～
五
月
の
シ
ー
ズ

ン
の
う
ち
で
も
、
出
荷
先
の
市
場
が
休
み
と

な
る
二
日
間
を
除
く
週
五
日
が
多
忙
で
、
フ

ェ
リ
ー
の
出
航
す
る
午
前
九
時
ま
で
に
出
荷

作
業
を
済
ま
せ
な
い
と
い
け
な
い
、
な
ど
。

複
業
組
合
の
立
ち
上
げ
実
務
は
、
町
役
場

の
担
当
課
長
な
ど
が
中
心
と
な
っ
た
。
も
と

も
と
は
、
地
域
で
発
生
す
る
短
期
の
仕
事
を

複
数
組
み
合
わ
せ
て
通
年
の
仕
事
と
し
、
定

住
に
つ
な
げ
る
た
め
の
制
度
だ
が
、「〝
日
本

唯
一
の
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
〟
だ
っ
た
自
分
の

経
験
に
照
ら
す
と
、
複
数
の
職
場
を
そ
れ
ぞ

れ
の
繁
忙
期
の
み
渡
り
歩
く
よ
う
な
働
き
方

で
は
、
長
く
は
つ
づ
か
な
い
。
そ
れ
を
回
避

す
る
た
め
、
派
遣
職
員
の
気
持
ち
に
な
っ
て

制
度
設
計
に
や
ん
わ
り
と
関
わ
っ
た
」
と
い

う
。採

用
し
た
職
員
と
労
使
協
定
を
結
び
、
給

与
は
時
給
制
。
新
卒
と
転
職
と
で
は
そ
の
水

準
も
異
な
っ
て
お
り
、
派
遣
先
の
正
社
員
よ

り
組
合
か
ら
の
派
遣
職
員
の
ほ
う
が
給
与
が

高
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

「
全
国
の
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合

の
中
で
、
給
与
は
い
ち
ば
ん
い
い
は
ず
。
働

き
た
い
人
を
集
め
る
視
点
で
考
え
れ
ば
、
他

所
よ
り
高
く
な
い
と
」

募
集
は
複
業
組
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
み

で
、
年
齢
や
性
別
な
ど
の
制
限
は
な
い
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
面
接
は
も
ち
ろ
ん
、
島
内
の

案
内
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
。
Ｕ
タ
ー

ン
は
歓
迎
だ
が
、
人
材
の
取
り
合
い
に
な
る

た
め
、
島
内
か
ら
の
転
職
は
歓
迎
し
な
い
と

い
う
。

い
ま
、正
規
の
無
期
雇
用
職
員
は
五
人
。う

ち
一
人
が
令
和
三
年
一
月
か
ら
、
四
人
が
四

月
か
ら
の
採
用
。
す
べ
て
二
十
歳
代
で
、
男

性
二
人
、
女
性
三
人
。
さ
ら
に
二
人
の
採
用

が
内
定
し
て
お
り
、
今
年
度
中
に
あ
と
三
人

雇
用
し
て
同
四
年
四
月
に
は
一
〇
人
、
最
大

で
二
〇
人
規
模
に
し
た
い
と
い
う
。

組
合
に
出
資
し
、
職
員
の
派
遣
を
依
頼
で

き
る
組
合
員
は
、
設
立
当
初
は
町
内
の
五
事

業
者
だ
っ
た
が
、
現
在
は
漁
協
、
農
協
、
森

林
組
合
、
イ
ワ
ガ
キ
生
産
な
ど
一
五
事
業
者

に
増
え
た
。
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現
在
の
職
員
の
派
遣
先
（
組
合
員
）
は
、定

置
網
事
業
部
を
持
つ
飯は

ん

古こ

建
設
（
有
）、隠
岐

牛
を
生
産
す
る
（
有
）
潮
風
フ
ァ
ー
ム
、
魚

介
類
の
直
売
店
を
営
む
海
士
町
漁
協
、
ホ
テ

ルE

エ
ン
ト
ウ

ntô

を
経
営
す
る
（
株
）
海
士
が
各
一

人
で
、
一
人
が
休
職
中
。
九
月
ま
で
は
六
人

だ
っ
た
が
、
四
月
か
らEntô
の
オ
ー
プ
ン

準
備
に
か
か
わ
り
、
七
月
か
ら
実
働
シ
フ
ト

入
り
し
て
い
た
一
人
が
一
〇
月
、（
株
）
海
士

に
正
社
員
と
し
て
移
籍
し
て
い
る
。

事
務
局
は
、職
員
と
組
合
員
（
事
業
者
）
と

の
間
に
立
っ
て
、
仕
事
の
依
頼
が
あ
っ
た
組

合
員
の
中
か
ら
、
個
々
の
職
員
の
ス
キ
ル
や

季
節
に
応
じ
て
派
遣
先
を
決
め
る
な
ど
調
整

役
を
担
う
が
、「
あ
く
ま
で
〝
職
員
フ
ァ
ー
ス

ト
〟
主
義
で
、
職
員
が
希
望
し
な
い
と
派
遣

は
し
ま
せ
ん
。
組
合
員
側
も
選
ば
れ
る
努
力

を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
。

職
員
の
雇
用
一
年
目
の
ル
ー
ル
は
、「
複

業
」
と
い
う
働
き
方
に
慣
れ
、
島
の
生
業
や

季
節
、
暮
ら
し
を
知
り
、
人
間
関
係
を
構
築

す
る
た
め
、
年
間
三
カ
所
以
上
か
つ
一
カ
所

三
カ
月
以
上
勤
務
す
る
こ
と
（
一
カ
所
に
六
カ

月
が
限
度
）。

「
例
え
ば
、
定
置
網
な
ど
の
現
場
か
ら
加
工

販
売
業
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
数

カ
所
回
っ
て
働
く
と
、
島
の
経
済
の
構
造
が

見
え
て
く
る
は
ず
」

二
年
目
以
降
は
、
一
年
で
二
カ
所
以
上
で

勤
務
す
る
こ
と（
期
間
の
定
め
な
し
）。
一
つ
の

事
業
所
で
長
く
働
い
た
り
、
一
事
業
所
で
働

く
期
間
を
短
め
に
し
、
よ
り
多
く
の
生
業
に

関
わ
る
働
き
方
も
選
択
で
き
る
と
い
う
。
長

く
つ
づ
け
て
い
る
と
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
と

も
な
っ
て
時
給
も
上
が
る
が
、
一
方
で
高
い

ス
キ
ル
を
求
め
て
い
な
い
事
業
所
も
あ
る
。

「
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
周
り
か

ら
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う

に
力
が
発
揮
で
き
る
か
は
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
。

年
間
を
通
し
て
複
数
の
事
業
所
を
回
る
の
も
、

特
定
の
職
場
に
絞
っ
て
、
い
ず
れ
正
社
員
と

し
て
引
き
抜
か
れ
る
の
も
い
い
」

職
員
に
は
、
長
期
の
在
籍
を
求
め
て
い
な

い
と
い
う
。

「
二
年
目
以
降
は
拘
束
せ
ず
、〝
出
戻
り
し
や

す
い
組
織
〟
を
目
指
し
た
い
。
他
所
で
い
ろ

※特定地域づくり事業協同組合制度：令
和2年に施行された「人口急減地域特定地
域づくり推進法」にもとづく制度。地域人口
の急減に直面している地域において、地域
産業の担い手を確保するための特定地域
づくり事業を行なう事業協同組合に対して
国などが財政的、制度的な支援を行なう。
特定地域づくり事業とは、組合が無期雇用
したマルチワーカー（季節毎の労働需要等に応
じて複数の事業者の事業に従事）にかかる労働
者派遣事業などをいう。同法は、海士町で
実施していた独自のマルチワーカー制度を
モデルの一つとして制定したとされる。同3
年12月28日現在、全国31市町村の事業協
同組合が認定されている（うち離島は、新潟県
粟島浦村、島根県海士町・知夫村、長崎県壱岐市・
五島市、鹿児島県和泊町・知名町の7市町村）。

海士町複業協同組合の常勤事務局長を務める
太田章彦さん。
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い
ろ
挑
戦
し
た
い
人
は
後
押
し
す
る
し
、
い

っ
た
ん
島
外
に
出
て
ま
た
戻
っ
て
き
て
も
い

い
。
戻
っ
て
く
る
の
は
、
こ
こ
が
い
い
場
所

だ
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
」

ポ
イ
ン
ト
は
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
と

派
遣
職
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

「
雇
用
募
集
の
発
信
は
、
ま
ず
一
次
産
業
か

ら
。
そ
の
後
、
加
工
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
と

進
ん
で
も
ら
う
の
が
理
想
」と
語
る
の
は
、複

業
組
合
の
代
表
理
事
を
務
め
る
奥
田
和か

ず

司も
り

さ

ん
（
六
二
歳
）。
奥
田
さ
ん
は
、
町
役
場
か
ら

特
命
担
当
課
長
と
し
て
第
三
セ
ク
タ
ー
の

（
株
）
ふ
る
さ
と
海
士
に
出
向
、現
在
は
同
社

の
代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
る
。
平
成
一
七

年
に
は
、
細
胞
を
壊
さ
な
い
画
期
的
な
特
殊

凍
結
機
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
」
を
水
産
庁
の
補
助
を
受

け
て
自
治
体
と
し
て
初
め
て
導
入
し
た
こ
と

で
、
島
で
獲
れ
た
新
鮮
な
イ
カ
な
ど
の
原
料

を
安
定
確
保
し
、
旬
と
鮮
度
を
保
っ
た
ま
ま

首
都
圏
な
ど
へ
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
有
効
活
用
と
販
路
開
拓
に
地
道
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
。町
が
方
針
に
掲
げ
た「
地

産
地
商
」
に
も
大
き
く
貢
献
し
、
漁
業
者
の

手
取
り
増
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

複
業
組
合
に
よ
る
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
は
、
古

く
か
ら
こ
の
島
で
営
ま
れ
て
き
た
「
半
農
半

漁
」
の
暮
ら
し
に
も
よ
く
合
っ
て
い
る
と
い

う
。

「
成
果
と
し
て
は
、
女
性
職
員
二
人
を
採
用

早
々
、
一
次
産
業
の
現
場
で
あ
る
定
置
網
事

業
（
次
号
後
篇
参
照
）
に
派
遣
し
た
こ
と
。
あ

え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
っ
た
」

相
乗
効
果
で
、
事
業
者
も
職
場
の
ト
イ
レ

周
り
を
き
れ
い
に
す
る
な
ど
、
生
産
現
場
の

こ
と
を
考
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
派
遣
職
員
と
、
各
事
業
所
が
求
め
る
人
材

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
ポ
イ
ン
ト
。
職
員
か
ら

す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
人
間
関
係
を

つ
く
り
、
う
ま
く
溶
け
込
め
る
か
ど
う
か
が

鍵
に
な
る
」

残
念
だ
っ
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

職
場
の
懇
親
会
が
開
け
な
か
っ
た
こ
と
で
、

Ｃ
Ａ
Ｓ
凍
結
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
員
同
士
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
意
見
交
換
を
す
る
だ
け

だ
っ
た
。

「
四
～
六
月
は
、
う
ち
に
も
三
人
の
派
遣
が

あ
っ
て
助
か
っ
た
。
通
販
の
対
応
な
ど
を
し

て
も
ら
う
中
で
、
顧
客
か
ら
の
反
応
も
あ
っ

て
、商
品
が
売
れ
る
実
感
を
得
ら
れ
た
は
ず
」

し
か
し
、
七
～
九
月
は
一
人
、
一
〇
月
か

ら
は
ゼ
ロ
に
。
年
末
に
向
け
て
さ
ら
に
受
注

は
増
え
て
く
る
が
、
組
合
の
代
表
理
事
と
し

て
の
立
場
も
あ
り
、
自
社
の
都
合
で
引
き
留

め
る
の
も
難
し
い
と
い
う
。

「
派
遣
職
員
に
は
、
繁
忙
期
の
ピ
ー
ク
前
か

ら
入
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、
コ
ツ
が
わ
か
ら

ず
慌
て
て
空
回
り
し
、
か
え
っ
て
足
手
ま
と

い
に
な
っ
て
し
ま
う
」

島
の
平
常
時
の
必
要
人
員
は
ほ
ぼ
確
保
さ

れ
て
い
る
。
繁
忙
期
は
、
観
光
関
係
だ
と
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
夏
休
み
、
農
業
は
草

刈
り
の
期
間
、
畜
産
は
牧
草
と
藁
を
確
保
す

る
稲
刈
り
の
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
。

「
そ
も
そ
も
ピ
ー
ク
時
の
人
手
不
足
の
穴
埋

め
と
い
う
考
え
で
は
、
人
は
来
て
く
れ
な
い
。
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組
合
と
し
て
は
、
職
員
の
考
え
方
や
希
望
を

で
き
る
だ
け
尊
重
し
、
十
割
で
は
な
く
と
も
、

八
、
九
割
方
満
足
し
て
く
れ
れ
ば
」

い
ま
Ｃ
Ａ
Ｓ
凍
結
は
、
島
産
の
イ
カ
や
イ

ワ
ガ
キ
、
ア
ジ
な
ど
と
イ
カ
の
加
工
商
品
づ

く
り
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
販
売
動
向
は
ど

う
な
の
か
。

「
こ
れ
ま
で
飲
食
店
な
ど
へ
の
直
販
で
実
績

を
上
げ
て
き
た
の
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
商
品
が

動
か
な
い
」

令
和
二
年
度
の
Go 

To
ト
ラ
ベ
ル
期
間
中
は
、

山
陰
地
方
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
な
ど
に
出
荷
で

き
た
が
、
同
年
の
売
り
上
げ
は
前
年
よ
り
五

割
ダ
ウ
ン
し
た
と
い
う
。
今
年
度
に
入
っ
て

か
ら
も
、
九
月
ま
で
は
東
京
と
大
阪
を
中
心

と
す
る
宿
泊
と
飲
食
業
の
回
復
傾
向
は
見
ら

れ
な
い
。
む
ろ
ん
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
個
人
な
ど
へ
の
直
販
に
狙

い
を
定
め
、
売
り
上
げ
の
穴
埋
め
を
し
た
い
、

と
語
る
。

「
大
手
通
信
企
業
の
株
主
優
待
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
に
提
供
し
て
い
る
『
寒
シ
マ
メ
（
ス
ル
メ

イ
カ
）
し
ゃ
き
し
ゃ
き
漬
け
』（
耳
と
上
身
の
特

製
肝
醤
油
漬
け
）
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
冷
凍
便
が
、
一
カ

月
だ
け
で
四
〇
〇
〇
セ
ッ
ト
出
た
。
平
成
二

七
年
に
開
始
さ
れ
た
離
島
応
援
施
策
『
し
ま

も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
一
環
だ
が
、
他
島

の
事
業
者
が
す
べ
て
撤
退
し
た
た
め
、
カ
ラ

ー
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と
も

あ
る
」

問
題
は
、
主
力
商
品
と
な
る
高
級
食
材
の

白
イ
カ
（
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
）
が
昨
年
度
か
ら
獲

れ
な
い
こ
と
だ
と
い
う
。�

（
後
篇
に
つ
づ
く
）

�

（
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
部
長
）

第一次産業からはじめて、加工・販売・サービスへと進んでもらいたい、と語
る奥田和司海士町複業協同組合代表理事。

キンニャモニャセンターの売店に並ぶCAS製品。




